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研究成果の概要（和文）：14カ国19名で18項目の到達目標および分析的ルーブリックによる到達目標と評価指針
を開発し、新たな研修プログラムを設定し、オンラインと対面の研修により実証した。研修では一定の効果が確
認でき、評価指標も機器操作や設営などの項目を中心に高い一致が達成できたが、コミュニケーションや動機づ
けについては評価が困難なことがわかった。より多くの研修者を対象に、短期・長期の研修との比較分析が必要
である。研究期間とコロナ禍が重なったため、海外渡航や情報通信技術の普及状況が大きく変化したが、予定と
異なる形式で実証を行ったことで、オンライン研修における客観的評価の問題やeラーニング研修の開発ニーズ
が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Eighteen course objectives and evaluation criterias using an analytical 
rubric were developed by 19 members from 14 countries through a Delphi questionnaire, and it was 
validated through online and in-person training. The training program showed a certain level of 
effectiveness, and high agreement was achieved in evaluation indicators, especially in items such as
 equipment operation and set-up, but communication and motivation were found to be difficult to 
evaluate. Future analysis is needed, including comparisons with short- and long-term training for a 
larger number of trainees. The online training and the demonstration at the Kyushu University 
Hospital, instead of the planned training at the APAN venue, allowed us to clarify Asian needs for 
training, including the issue of objective evaluation in online training and the need to develop an 
e-learning training program. In addition, it is necessary to review the items of the indicators in 
order to utilize them in various programs.

研究分野： 遠隔医療、教育工学、芸術工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
医療格差は世界的な課題であり、その一因として「世界における医療従事者の知識・経験の差」があげられる。
このため医師の海外派遣・受入による研修が行われているが、時間や費用の限界があり、一度で大勢を研修でき
る情報通信技術の活用が期待される。しかし、世界の多くの医療施設には専用のスタッフはなく求められる技能
は明らかでない。本研究ではアジア太平洋研究教育ネットワーク医療ワーキンググループにおいて実施されてき
た技術研修について、到達目標および評価指針を開発し、新しい研修プログラムを構築・運用することでその妥
当性を検証した。アジアにおける遠隔医療教育を更に推進し、医療格差の縮小に貢献できると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
医療格差の縮小は世界的課題の一つであるが、アジア各国においてもその差は著しい(国連開

発計画, SDGs)。例えば全世界のがんの死亡数のうち 3 番目に多い胃がん(78.3 万人死亡/年)を例
にとると、世界で最も胃がんが多い地域はアジアであり、その罹患率と死亡率はほぼ同等である。
しかし日本(死亡率 9.4 人/10 万人、罹患率 27.5 人/10 万人)と韓国(死亡率 7.0 人/10 万人、罹患
率 39.6 人/10 万人)は他のアジア地域よりも罹患率に対する死亡率が極端に低い(世界保健機関)。
これは胃がんの早期診断と対処に関する知識・経験の差が一因であり、日本や韓国の内視鏡診断
を学ぶためにアジアから多数の医師が来訪しているが、物理的な移動を伴う研修には時間や費
用面で限界があり、一度で大勢に対して研修を提供できる情報通信技術(ICT)を活用した研究・教育
システムの活用が期待される。医療現場においては、臨床現場で一般に用いられるカンファレン
スを、国を跨ぐ遠隔施設間で実施する「国際医療カンファレンス」が用いられる(Ho SH, et al. 
2017)。先行研究では、遠隔会議の技術的要件や項目はすでに明らかにされており、遠隔教育に
おける学習モデルの開発、実証がなされている(Hesse TH. 2006, Srecko J, et al. 2015)。しかし
遠隔教育の活用においては機器だけでは実現せず、それを用いる映像音声技術者の存在が欠かせ
ないが、この点についてはあまり焦点が当てられていない (Anna ML, et al. 2017)。通常、共通
の通信基盤が導入された学内や施設間では比較的簡単に通信できるが、国際医療カンファレン
スでは、共通基盤なしの状態で実施する必要がしばしば生じる。この場合はカンファレンスの要
件を参加施設の技術条件と照らし合わせ、機器選定から設営、接続テスト、トラブル対応まで包
括的に対応できる専門家が必要となるが、日本を含めアジアの多くの医療施設ではこのような
人材は不足しており、このことが活動の障害となっている。アジアでは、世界 70 か国 724 施設
の医療施設・大学を結ぶアジア太平洋研究教育ネットワーク 医療ワーキンググループ(以降、APAN
医療 WG)が組織されており、国際遠隔医療教育を推進している。本ワーキンググループでは申請
者らが開発した技術者研修プログラムが実施され、参加者の研修前後の主観的評価、研修後の遠
隔プログラム参加数によりその有効性が実証された(Kudo, et al. 2019)。しかし、現在の主観的
な評価方法では、研修の参加者が技術担当者としての能力を身につけられたかどうかの検証と
しては不十分であり、このような研修プログラムを今後さらに普及または一般化するための障
害となっている。以上のことから、アジアにおける国際間の遠隔医療教育のための技術担当者に
必要な知識・スキルとは何か、そしてそれを向上させる教育プログラムはどうあるべきかを本研究の問
いとした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、APAN 医療 WG で実施されてきた既存の国際医療カンファレンス技術担当者研修

プログラムについて、到達目標および評価指針（分析的ルーブリック）を開発し、新しい研修プログラ
ムを構築・運用することでその妥当性を検証する。(図 1)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
研究期間は３年とし、以下の２つの小プロジェクトで実施した。 
 
◆プロジェクト 1．新プログラム開発 
研究協力者である APAN 医療 WG 技術担当者チーム名で、技術担当者に求められる知識・ス

キルとしての到達目標、およびその評価指標を開発した。評価者間の合意形成はデルファイ法に
よるオンラインアンケート形式で実施した。まず研究チームとして「評価者」「顧問」「事務局」
を組織、事務局で到達目標の草案を作成し、顧問からの意見収集の後、評価者として承諾した
APAN 医療 WG 技術担当者チームの 14 ヶ国 19 名に向け各項目の妥当性について評価させた。
不適切（1）-適切（9）の 9 段階で評価し、項目ごとに自由記述で意見を求めた。1-3:不適切、4-
6:不明、7-9：適切として回答者の 7 割以上の集約が見られたものを「合意」とし、合意形成が
得られるまでアンケートを繰り返した。到達目標は到達目標の項目ごとに 4 段階 (1: Incapable
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（できない）, 2: Somewhat incapable（あまりできない）, 3: Capable（できる、研修の到達目
標）, 4: Highly capable（よくできる）) の分析的ルーブリックとして作成し、同様に合意形成
を行った。その後、研究分担者で研修プログラムの方向性の確認と検証を実施した。研修プログ
ラムについては、医療ワーキンググループにおける技術スタッフ・研究者 3 名が各評価指標に
おいて既存のプログラムがどの程度カバーできているか 5 段階で評価し、不十分な点は修正後、
新プログラムを整備した。 
 
◆プロジェクト 2．運用評価 
新プログラムは 2021 年 2-3 月の APAN 医療 WG で実運用予定であったが、コロナ禍で海外

渡航が困難となったため、セミナーとディスカッションを中心としたオンライン研修を計画し、
参加者の傍にいる同僚・上司２名にこれまでに開発した評価指標をもとに評価をさせた。ただし、
「1-1-3. Carry out international communication with the local engineers in the APAN venue」
については APAN 会場での対面研修を前提とした質問項目であるため除外した。研修前後の客
観的評価の結果により、オンライン研修時の必要要素や、客観的評価手法について分析した。 
 2022 年度には、APAN 医療 WG はオンライン開催であったものの、海外渡航については制限
が緩和されたため、さくらサイエンスプログラムと合同でアジア 6 か国の 9 名の研修者を日本
に招聘し、福岡と広島において１週間の遠隔医療技術研修を実施し、同指標を用いて客観的評価
を実施した。ただし、「1-1-3. Carry out international communication with the local engineers 
in the APAN venue」については研修の場が APAN 会場でないため、「Carry out international 
communication with the local engineers in the venue」と変更した。カリキュラムの妥当性は、
研修参加者の研修前後の自己評価により検証し、評価指針の妥当性は、２名の指導者の客観的評
価の一致度により検証した。統計解析には Microsoft Excel 2019 (Microsoft, Redmond, WA)及
び IBM SPSS® Statistics 28.0.1.0 (142) (Armonk, NY) を用いた。研修前後の比較にはウィル
コクソンの符号付順位検定を、参加率に応じた研修効果の比較はマン・ホイットニーの U 検定
を用い、2 名の評価者の一致率には重みづけカッパ係数を用い、Landis & Kosh(Biometrics. 
1977)の指標により一致の程度を分析した。 

 

４．研究成果 
◆プロジェクト 1．到達目標・評価指標開発 
到達目標は平均回答率 94％（1 回目：16/18、2 回目 18/18）で、2 回のアンケートで合意が得

られた。1 回目は、項目 6（自施設からの医療資料の共有）が最も低かった（適切: 12/16）。本項
目を 3(不適切)と評価した評価者より得られたコメントを基に、本項目を「適切な画質でコンテ
ンツを提供する」点と、「患者情報などの倫理的な問題を考慮する点」の 2 つの観点に分割した
ところ、項目 6 も 7 割以上が 「適切」と評価し合意が得られた、評価指標は最終的に平均 92%
（1 回目：16/18、2 回目 17/18）で全評価者の合意を得たため、評価指標として設定した（Kudo 
K, et, al. IEEE TALE. 2021, 図 2）。既存プログラムを見直し、ネットワークモニタリング（平
均 3.3/5）。医療情報の取り扱い（平均
3.3/5）、に関しては既存のプログラム
では不十分であることが分かった。ま
たコロナ禍で遠隔コミュニケーショ
ンシステムと一般普及の技術革新が
起こったため、APAN 医療 WG にて
技術的検討を実施したうえでプログ
ラムの更新を行った。 
 

◆プロジェクト 2．運用評価 
◆プロジェクト 2-1．オンライン研修 
アジア開発途上国の 7 カ国の 20 名

に対し 2021- 2022 年に計５日間の研
修を実施した。１日目に本研修の概要
を説明し、2－3 日目は研修員がそれ
ぞれ、自施設におけるコロナ禍での遠
隔会議への技術支援と課題について
発表した。4 日目は、多くの研修員が
言及した課題のうち 3 つについてオ
ンラインホワイトボードツールを用
いたワークショップを実施した。ワー
クショップでは、まず課題に対して研
修員がその要因と、課題の解決策につ
いて付箋に記載し、議論をまとめて発
表した。その後、研修員がそれぞれ、
これから自施設で取り組む課題と解
決策を選択した。それから 2 ヶ月後に 図 2．作成した評価指標（部分） 



5 日目の研修を実施し、研修員がこの 2 ヶ月の取り組みや感想について発表し全員で議論した
（図 3）。20 名全員が少なくとも 1 日は研修に参加したが、参加率は 1 日目 90% (18/20) 、2 日
目 95% (19/20) 、3 日目 95% (19/20) 、4 日目 80% (16/20) 、5 日目 65% (13/20) であった。ワ
ークショップでは、「遠隔会議に活用できる専用の会議室の不足」、「遠隔からの参加者による技
術トラブル」、「技術担当者・専門知識の不足」の課題が挙げられたが、研修最終日には、上記 3
つのいずれかの課題が解決できたという発表はなかった。研修者のうち 14 名 (70%) に対する
評価者、計 28 名が分析的ルーブリック評価を実施し、すべての項目で研修後の有意な向上を認
めた。本研究では研修成果を研修員のそばにいた同僚に評価させたが、客観性のある指標を用い
たにもかかわらずネットワークや映像音声機器の操作など、実機を用いた現場研修でないと習
得し難いと思われる項目も含めすべて改善しており、評価者の主観が反映されたと予想された。
すなわち、評価者を指導者ではなく研修員の上司や同僚としたことで、研修後の評価を高くした
可能性がある。オンライン研修に関する既存の報告でも、現地にいる研修員の監督者や身内の者
が習熟度を評価する方法が見かけられるが、研修前後でのテスト実施や研修員がトラブル対応
した報告書の提出、支援の様子をビデオ撮影するなど、研修員と直接の関係がない遠隔地にいる
指導者が客観的な評価をしやすい方法を検討する必要がある。また、機器操作などの実機を扱う
スキルをオンラインでどのように教育し評価するかも同様に解決すべき課題である（工藤ら. 日
本遠隔医療学会雑誌. 2019）。 

 
◆プロジェクト 2-2．実地研修 
アジア開発途上国の 6 カ国の 9 名に対し 2023 に 5 日間の研修を実施した。プロジェクト 2-1

での知見を踏まえ、大会場におけるハイブリッドカンファレンスや内視鏡ライブ配信のハンズ
オンを実施した。また広島における科学技術研修を実施し、研修最終日には研修員が自施設を接
続した研修報告会を主催した（図 4）。全員が研修の全期間に参加し、最終日には同国の医療施
設や学術ネットワーク施設も含めた 6 か国 28 施設を接続した研修報告会を主催した。評価を表
1 に示す。自己評価では研修後の全体的な増加（研修前: 3.10±0.31, 研修後: 3.38±0.49, P=0.00*
がみられ、特にコミュニケーション、映像機器操作・品質管理の向上がみられた。客観的評価に
おいても研修後の平均は 3.40 以上と高い結果となったことから、内視鏡ライブデモンストレー
ションや症例カンファレンスなど、様々な形式のプログラムの技術支援を経験したことで、ワー
クフローや関係者間のコミュニケーションを習得でき、また、自施設を接続した研修報告会を主
催することで、自施設からの映像を客観的に捉え、それを向上させる品質管理について知見を得
ることができたと考えられる。一方で、自己評価の中央値は研修前の時点で到達目標である 3 を
超えており、特に設営については研修前時点で中央値が最大スコアの 4 であったことから、今
回の研修者の多くがすでに会場設営や機器の取り扱いには経験を持っていたことが多くの項目
で研修後に自信が増加しなかった理由であると考えられる。本プログラムでは 9 名しか実証が
できていなかったため、今後はより多くの未経験者を対象に実証を行う必要がある。客観的評価
評価について、2 名の評価に差はなかった(P＝0.61)。項目ごとの一致率については、機器操作や
品質管理、トラブルシューティングや設営(K=0.49~0.53)などの項目の項目は比較的に高く、特
に機器操作(K=0.49~0.53)やトラブルシューティング(K=0.63~0.84)はかなり高いまたはほぼ一
致という結果となった一方で、コミュニケーション(K＝0.25~0.37)についてはやや低い結果とな
った。機器操作やトラブルシューティングは習熟度が行動に現れやすい項目であったことが、一
致率が高かった原因と考えられる。コミュニケーションについては研修報告会を主催するにあ
たり、遠隔にいる自施設のモデレーターなどと連絡を取っていたが、メールや電話を用いた母国
語での連絡となったため、客観的評価が難しかった可能性がある。今回のような短期の研修では
医療コンテンツの取り扱いについての理解度はやや測ることが難しかったかもしれず、今後長
期的なプログラムを実施する中で比較検討が必要である。 

 
◆まとめ 
本研究ではアジア太平洋研究教育ネットワーク医療ワーキンググループの技術研修プログラ

ムにおいて、19 カ国 14 名でデルファイアンケートにより 18 項目の到達目標および分析的ルー
ブリックによる評価指針を開発し、オンラインと対面の研修により実証した。実施した研修にお
いては一定の効果が確認できた。評価指標についても機器操作や設営などの理解が行動に現れ
やすい項目を中心に高い一致率が達成できたが、コミュニケーションやモチベーションについ
ては客観的評価が困難な側面があることが示唆された。今後はより多くの研修者を対象に、短
期・長期の研修と比較することが必要である。コロナ禍とタイミングが重なったため、海外渡航
や情報通信技術の普及状況が大きく変化したが、APAN 会場を想定した対面研修の代わりに、
オンライン研修や九州大学病院で実証したことで、オンライン研修における客観的評価の問題
や e ラーニング研修の開発必要性など、アジアの技術研修のニーズが明らかとなった。パンデミ
ックにおける情報通信技術の普及により世界的に遠隔医療教育プログラムの活用のニーズが高
まる中、国際遠隔医療教育はますます重要になると考えられる。今後は e ラーニング形式での研
修プログラムの充実が必要になると考えられる。その際には、これからの時代に必要とされる研
修とは何か、具体的な項目を調査し、検討する必要がある。  



 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

表 1. 実地研修における研修前後の自己評価および 2 名の評価者の客観的評価 (N=9、*: <0.05) 

評価項目 
自己評価 客観的評価 

研修前 研修後 P 評価者
A 

評価
者 B K 

1-1. Carry out technical communication with 
engineers 3(2-4) 4(3-4) 0.02* 4(3-4) 4(2-4) 0.25 
1-2. Communicate with the moderator, 
presenter, and participants in one’s institution 3(2-4) 4(3-4) 0.01* 3(2-4) 4(3-4) 0.40 
1-3. Carry out international communication 

with the local engineers in the venue 3(2-4) 3(3-4) 0.08 3(3-4) 4(3-4) 0.37 
1-4. Take an interest in telemedicine and work 

positively 3(3-4) 4(2-4) 0.56 4(3-4) 4(4-4) - 

2-1. Check technical setup at local venue 4(3-4) 4(3-4) 1.00 3(2-4) 4(2-4) 0.49 

2-2. Setup local venue from scratch 4(1-4) 4(2-4) 0.58 4(3-4) 4(2-4) 0.71 

3-1. Use network 3(2-4) 3(2-4) 0.56 4(2-4) 4(3-4) 0.53 

3-2. Operate videoconferencing system 3(2-4) 4(2-4) 0.32 4(2-4) 4(3-4) 0.63 

3-3. Operate audio equipment 3(2-4) 3(3-4) 0.74 4(2-4) 4(3-4) 0.63 

3-4. Operate visual equipment 3(2-4) 3(3-4) 0.05* 4(2-4) 4(2-4) 0.63 

4-1. Maintain audio quality 3(2-4) 3(3-4) 0.16 4(2-4) 4(2-4) 0.71 

4-2. Maintain camera / contents image quality 3(2-4) 4(3-4) 0.03* 4(2-4) 4(3-4) 0.63 

4-3. Maintain network quality 3(2-4) 3(2-4) 0.41 4(2-4) 4(2-4) 0.84 
5-1. Control medical contents (surgical movie, 
CT scanned image, etc.) in adequate quality at 
local venue 

3(2-4) 3(2-4) 0.41 4(2-4) 3(2-4) 0.44 

5-2. Decide how to handle medical information 
based on consideration of ethical issues 3(1-4) 3(3-4) 0.04 4(2-4) 3(2-4) 0.44 

6-1. Troubleshoot audio issues 3(2-4) 3(3-4) 0.26 4(2-4) 4(2-4) 0.75 

6-2. Troubleshoot visual issues 3(2-4) 3(3-4) 0.10 4(2-4) 4(2-4) 0.75 

6-3. Troubleshoot network issues 3(2-4) 3(3-4) 0.08 4(2-4) 4(2-4) 0.75 

 

図 4．実地研修の様子 

図 3．オンライン研修の様子 
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